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起会
は主大義を問 めざ日に
中つ関なす係が
をる

ノ変
質 ． 

さ
せ
る

五
月
十
五
日
か
ら
四
日
間
に
わ
たっ
て
行
わ
れ
た

中・
ソ
首
脳
会
談
は、
両
国
の
三
十
年に
及
ぶ
対
立

を
終
結
さ
せ
る、
ま
さ
に
歴
史
的
な
和
解
で
あっ
た。

そ
し
てペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
旗
手、
ゴ
ル
バ
チョ
フ

書
記
長
の
訪
中
に
刺
激
さ
れ、
百
万
規
機
の
デ
モ
に

ま
で
膨
れ
上
がっ
た
中
国
学
生
民
主
化
要
求
の
波。

社
会
主
緩
体
制
を
根
静
か
ら
揺
る
が
す
こ
れ
ら
の

動
き
に
対
し、
日
本
は
い
つ
ま
で
も
傍
観
者
的
立
場

を
続
け
て
は
い
ら
れ
な
い。

国
際
的
な
デ
タ
ン
ト
の
潮
流
の
中
で、
中
ソ
和
解

は
世
界
に
何
を
も
た
ら
すの
か
｜｜
中
崎
嶺
雄
教
綬

に
伺っ
た。

正
常
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

ーー
ま
ずは
今
回の
会
談の
印
象か
らお
伺

い
し
ま
す。

中
嶋
今
回の
中・
ソ
首
脳
会
談は、
ま
さ

に
「
世
紀の
サ
ミッ
ト」
と言わ
れ
る
にふ
さ

わ
し
い
歴
史
的
な
会
談で
あっ
た
と
思い
ま

す。
し
か
もゴ
ル
パ
チ
ヨ
プ
書
記
長
訪
中の

際、
北
京市
内で
は
民
主
化
を
要
求
す
る
学生

デそ
の
渦が
巻
き
起こっ
て
お
り、
「ベ
レ
ゑ

ト
ロ
イカ
の
旗
手」
を
迎
える
学
生
た
ちの
波
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に
押さ
れて、
書
記
長
自
身、
天
安
門
広
場に

一
歩
も足
を
踏み
入
れ
るこ
と
が
で
き
なかっ

た。
ま
さ
に
北
京
を
舞
台
とし
て、
中、
ソ
首

脳
会
談ど
民
主
化
要
求
デモ
とい
う
二つ
の
ド

ラマ
が
同
時進
行し
ていっ
た
わ
けで「
その

ド
ラマ
性
も
含め
て、
歴
史に
残る
会
談で
あ

っ
た
とい
う
気が
す
る
ん
で
す。

会
談その
もの
は、
や
は
り
国
際
情
勢が、

特に
昨
年
後
半
以
来の
米・
ソ
関
係の
歴
史
的’

な
和
解、
緊
張
緩
和
とい
う
世
界
情
勢の
大
き

な
変
化、
そ
し
て
今
回の
中・
ソ
の
和
解
とい

う、
こ
れま
た
現
代
史を
三
0
年間
に
わ
たっ

て
彩っ
て
きた、
対立
抗
争の
歴
史にピ
リ
オ

ド
が
打た
れ
た
とい
うこ
とで、
こ
れ
が
長
期

的に
もた
ら
す
影
響は、
非
常に
大
きい
と
思

い
ま
す。

役者は、
片
や
世
界のス
タ
ー
で
あ
るゴ
ル

パ
チヨ
ヲ
氏、
そ
し
て
片
や
中
国の
最
高
実力

者
郡
小
平
氏。
特に
郵
氏は、
こ
の

一、‘
三
0
年
間
の
中・
ソ
論
争
か
ら
対

立、
対立か
ら
抗
争へ、
そし
て
和

解へ
と’い
う、
ま
さ
に
現
代
史の
ド

ラマ
チッ
ク
な一
章の
当
事
者で
も

あ
り
生
き
証
人で
も
あっ
た
わ
けで

すか
ら、
今
回の
サ
ミッ
ト
を、
さ

ぞか
し
感
慨
深
く
迎
え
たこ
と
と
思

い
ま
す。

私
は
こ
の
会
談の
模
様
を、
N
H

K
の
衛
星
放
送で
解
説し
てい
ま
し

た
が、
ゴ
ルバ
チョ
フ
氏の
よ
う
な

ス
タ
ー
も、
郡
小
平
氏の
前で
は
何

と
な
く
小さ
く
見え
たの
が
現
実で

し
た。
中・
ソ
論
争か
ら
今
日
に
至

る
三
0
年間、
私
自
身
もこ
の
問
題

を
研
究し
て
きた
だ
けに
今回の
会

談に
は
印
象
深い
もの
が
あ
り
ま
し

た。

聞
か
れ
た
体
制
を
つ
く
る

？
． 

｜｜
中・
ソ
首
脳
会
談
を
無
事
終

！；l l’ufーii！ え
たこ
と
に
よっ
て、
今
後、
両
国の
関
係は

どの
よ
う
に
展
開し
て
行
くの
で
しょ
うか。

中
嶋
すで
に、
郷
小
平
氏か
らは、
三
年

前
にル
ーマ
ニ
ア
の
チ
ャ
ウ
セ
ス
ク
氏
を通
じ

て、
中・
ソ
和
解の
た
めの
三
条
件が
提
起し

て
あ
り
ま
し
た。
そ
の
殺
害
を
託
し
た
とこ

ろ、
ゴ
ルバ
チョ
フ
氏の
ほ
う
は、
その
メッ

セ
ー
ジ
どお
り
に、
毎
年一
つ
ずつ
その
障
害

を
克
服
し
ていっ
た。
そ
し
て、
その
障
害の一

つ
で
あっ
たモ
ンゴ
ル
か
らのソ
連
軍・
四
万

数千
名の
う
ち
三
分の
こ
が、
中・
ソ
首
脳
会

強の
行わ
れた
五
月一
五
日
を
期し
て
撤
兵
を

開
始し
た
とい
うこ
と
も、
い
か
にこ
の
会
談

の
国
際
情
勢に
及ぼ
す
影
響が
大
きい
か
を
象

徴し
てい
るか
と
思い
ま
す。

ま
た
同
時に、
国
家と
国
家の
関
係だ
けで

な
く、
党
と
党
との
関
係
も
完全
に
修
復さ
れ

ま
し
た。
その
象
徴
と
し
て、
中・
ソ
両
国
共

産
党の
機
関
紙
「
人
民
日
報」
と「プ
ラ
ウ
ダ」

の
記
者
交
換
も
実現
す
るこ
と
と
な
り、
こ
こ

にい
わ
ば
中・
ソ
関
係は
完全
に
正
常
化さ
れ

た
と
言っ
てい
い
で
しょ
う。

中・
ソ
関
係
が
正
常
化さ
れて
く
る
と、
い
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わ
ば
社
会
主
義
とし
て
の
中・
ソ
の
相互
依
存

関
係
が、
今
後
更
に
強
化
さ
れ
る
と
思い
ま

す。
そ
れは
社
会
主
畿の
発
展
途
上
国で
あ
る

中
国
と、
社
会
主
義の
先進
国で
あ
るソ
連
と

の
間で
相互
補
完関
係が
非
常に
強い
とい
う

こ
と
も
ありま
すし、
経
済
改革
が
先
行し
た

中
国
と、
政
治
改革が
先
行し
たソ
連
との
聞

に
は、
互い
に
学
習し
あ
う
要
素が
非
常に
強

い
とい
う理
由
もありま
す。
こ
の
ど
ち
ら
が

欠けて
も、
社
会
主
義は
地に
墜
ち
る
とい
う

こ
と
を、
お
互い
に
学ん
でい
た
わ
けで
す。

そ
うい
う
状況の
中で、
い
ま
社
会
主
義は、

今の
中
国の
激
動が
示し
てい
る
よ
うに、
内

部か
ら
崩
れよ
う
とし
てい
る。
こ
れ
を
なん

とか
防
ぐ
た
め
に
は、
社
会
主
義の
改
革
を
進

め
る
とい
う、
大
き
な
潮流に
は
逆
ら
え
ない

と
思い
ま
す。

そ
うい
う
意
味で、
中・
ソ
双
方の
相互
依

存、
相互
補
完関
係
を
強
化
し、
社
会
主
義
を

活
性
化さ
せ
る、
つ
ま
り
延
命さ
せ
る
た
め
に

は、
も
う
内輪
げん
か
な
ん
か
やっ
てい
ら
れ

ない、
とい
うこ
とだ
と
思い
ま
す。
こ
の
こ

との
意
味は
非
常に
大
きい
わ
けで、
今
後
中

－
ソ
両
国は、
経
済
交
流や、
科
学
技
術
交
流

ゃ、
貿
易の
拡
大、
人
的
交流
等々
で、
か
な

・
りJダ
イ
ナ
ミッ
ク
に
発
展し
てい
くの
で
は
な

い
か
と
思い
ま
す。

ア
ジ
ア
に
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

ーー
とこ
ろで、
中・
ソ
両
国が
歩み
寄
り

をみ
せ
た
要
因の一
つ
とし
て、
双
方の
経
済

改革の
行
き
詰ま
り
とい
う
点が
挙げ
ら
れ
る

と
思
うの
で
すが、
今回の
和
解に
よっ
て
も

た
らさ
れ
る
経
済
的なメ
リッ
ト
は
どん
な
と

こ
ろ
に
あ
るの
で
しょ
うか。

中
嶋
今の
中
国は、
経
済
改革の
査み
と

し
て、
内
陸の
開
発が
遅
れてい
ま
すか
ら、

こ
の
中・
ソ
首
脳
会
談のコ
ミュ
ニ
ケ
に
も
あ

っ
た
よ
う
に、
新し
い
シ
ル
クロ
ー
ド
の
建

設、
中・
ソ
最
短
距
離の
鉄
道
を
中
心
と
す

る、
中
国の
内陸
開
発、
こ
れは
「
大西
方
計

画」
と
言っ
てい
ま
す
け
れ
ど
も、
こ
れ
が
非

常に
進
むこ
とに
な
りま
すし、
ま
た、
こ
の

よ
う
な
関
係
を
中
心
に、
中
国の
あり
あま
る

労働
力をソ
連のシベ
リ
ア、
あるい
はソ
連

中
嶋
中・
ソ
が
和
解
す
る
こ
と
に
よっ

て、
中
国
とモ
ン
ゴ
ル
の
関
係
も
良
く
な
る

し、
朝
鮮
半
島で
も、
非
常に
硬
直し
た
閉
鎖

的
な
体
制で
あ
る
北
朝鮮
が、
や
が
て
社
会
主

義の
「
改革」
の
ほ
うに
動い
てい
くで
しょ

う。
そ
れか
らカ
ン
ボ
ジ
ア
問
題
も、
民
族
自

決
とい
う
原
則
で
解
決
し
た
い
とい
う
こ
と

は、
大
局的に
は、
やは
り
今の
現
状
を
認め

る
とい
うこ
とで
すか
ら
ね。
そ
う
する
と
中

越
関
係
も
改善さ
れ
る
とい
う
形で、
社
会
主

義の
緩やか
な
同
盟、
こ
れ
を
中・
ソ
双
方は

「
連
帯」
とい
うふ
うに
言っ
てい
ま
し
た
け

ど、
そ
うい
う
傾
向が
進
むの
で
は
ない
か
と

思い
ま
す。

そ
れか
ら
も
う一
つ。
今回の
訪
中に
お
い

て、
ゴ
ルバ
チョ
フ
書
記
長は
北
京
演
説
を
行

い、
国
境のソ
連
兵力一
二
万
人の
削減
と、

一
六
隻の
極
東
艦
隊
を
減
ら
す
とい
う、
具
体

的
な
提
案
を示し
てい
ま
す。
こ
れ
は
社
会主

義が、
軍
事
力を
強
化し
てア
メ
リ
カ
と
張
り

合
う
道
を
捨て
た
とい
うこ
とで、
ア
ジ
ア
の

安
全
保
障、
あるい
はアメ
リ
カ
の
政
策に
と

っ
て
も、
非
常に
影
響が
大
きい。

ゴ
ルバ
チョ
フ
氏は、
特にア
ジ
ア
に
は
安

全
保
障の
シス
テム
が
ない、
と
言っ
てい
ま

す。
ヨ
ーロ
ッ
パ
に
は
全
欧
安
保
とい
うの
が

あ
り
ま
すが、
その
全
欧
安
保
を
成
功さ
せ
た

時
と
同
じよ
う
なこ
と
を、
ア
ジ
ア
に
あて
は

め
よ
う
とし
てい
ま
す。
従来西
側
諸
国は、

こ
れ
をソ
連の
平
和
攻勢で
あ
る
とか、
ソ
連

の
策
略で
あ
る
とい
う
形で
警
戒し
てい
ま
し

た
が、
こ
こ
ま
で
具
体
的に
問
題が
提
起さ
れ

る
と、
そ
う
とばか
り
は
言っ
てい
ら
れ
ない

と
思い
ま
す。
ゴ
ルバ
チョ
フ
書
記
長が
今回

の
演
説で、
ア
ジ
ア
に
は
集
団
安
全
保
障
を
講

ずる
よ
う
な、
協
議と
交
渉のシ
ス
テム
が
欠

如し
てい
た
とい
うこ
と
を
認
識し
て、
ソ
連

が
新た
に
問
題
を
投じ
た
とい
うこ
とは、
長

期
的に
見て、
非
常に
大
きな
意
味を
持つ
の

で
は
ない
で
しょ
うか。

｜｜
今
後、
日
本は
ど
ういっ
た
対
応
を
迫

ら
れ
る
で
しょ
うか。

中
嶋
日
本は
今ま
で
中・
ソ
対立
を
前
提

とし
た
外
交
防
衛
政
策を立て
て
きま
し
た。

とこ
ろ
が、
ア
メ
リカ
や
中
国
と
共に、
ソ
連

の
脅
威に
対
抗
する
とい
う前
提が、
中・
ソ

極
東
部に
投
入
す
る
とい
う
よ
う
な
計画
も
す

すみつ
つ
あ
り
ま
す。

紙パ
ル
プ
合
弁企
業な
ど
に
も、
ソ
連の
技

術
協
力、
投
資、
借
款が
与
え
ら
れ
る
とい
う

よ
う
な
新しい
計
画
が
進ん
でい
ま
す。
さ
ら

パォ‘v今

に
は、
内
蒙古の
包
頭
製
鉄
所へ
のソ
連の
借

款の
供
与
が、
も
う
行わ
れてい
るこ
と
に
見

ら
れ
る
よ
うに、
互い
に
外
貨
を
欠
く
社
会
主

義
国
とし
て
は、
相
互
に
協
力し
あっ
た
ら、

大
き
く
外
貨
を
節
約で
き
る
し、
相
互
に
補
完

で
き
る。
ソ
連で
最
も
不
足
し
てい
る
労
働
力

を
維
持し、
中
国で
不
足
し
てい
る
技
術
を
導

入
す
るこ
と
が
で
き
る
とい
う
点で、
か
な
り

ダ
イ
ナミッ
ク
に
発
展
す
る
と
思い
ま
す。

中・
ッ
貿
易
も、
現
状
は
三
O億
米ドル
前

後で
すが、
一
O
年
後に
は
百
数
十
億
米ドル

ぐ
らい
に
ま
で
な
る
と
予
想さ
れま
す。
こ
の

数
字
は、
ほ
ぼ
日
中
貿
易
に
匹
敵
し
ま
すか

ら、
貿
易
依
存
度の
低い
社
会主
義
国
とし
て

は
か
な
り
の
量
に
な
る
わ
けで
す。

｜｜
中・
ソ
の
和
解が
周
辺のア
ジ
ア
地
域

に
与
え
る
影
響につ
い
て
は
どの
よ
うに
お
考

え
で
すか。
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の
和
解に
よっ
て
崩さ
れ
ざる
を
得な
く
なっ

た。
その
意
味で
は
ジレ
ンマ
も
大
きい
と
思

い
ま
す。
な
ぜ
な
ら、
西
側
諸
国の
中で
も
特

に
日
本は、
中・
ソ
和
解の
可
能
性
を
強
く
否

定し
て
きま
し
た
か
ら。
中・
ソ
首
脳
会
談
を

やっ
て
もたい
し
た
意
味は
ない、
とい
うふ

う
に、
で
きる
だ
け
その
意
味を
過
小
評
価し

よ
う
とし
て
き
たの
で
すが、
今
日の
日
本の

外
交
姿
勢が
根
本
的に
問わ
れ
るこ
と
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
思い
ま
す。
特に、
ゴ
ルバ
チョ

フ
とさ
し
で
会
え
ない
の
は
日
本だ
け
なん
で

す。
そ
ん
な
状況の
中で
日・
ソ
関
係
を
正
し

てい
こ
う
と
す
るの
で
すか
ら、
日
本はい
よ

い
よ
真
剣
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ

う。
そ
れか
ら、
日・
中
友
好
関
係
とい
うこ

と
も、
日
本
外
交の
大
き
な
柱と
し
て
挙
げ
ら

れま
す。
日・
中
友
好
とは
何
なの
か。
中
国

圏
内で
民
衆か
ら
指
弾さ
れてい
る
李
鵬
氏や

郡
小
平
氏
と
連
帯
す
るこ
と
が
友
好で
あ
る、

な
ど
と
考え
てい
る
と、
こ
れ
は
大間
違い
で

す。
や
は
り
多くの
中
国の
学生
や、
知
識
人

ゃ、
民
衆が、
何
を
求
め
てい
る
か
とい
うこ

と
を、
き
ちん
と
受
け
止
め
ない
限り、
日
本

中．ソはア，ジアの基軸をめざす／75 
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は
中国
民
衆との
聞で
もギ
タ
シャ
タ
する
で

しょう。
中
国は
首
脳
部
と
大
衆が
求
め
て
い

る
も
の
の
間
に、

大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す。

，
人
治’

か
ら
，
法
治’

国
家
へ

ーー
その
「
大
衆が
求めてい
る
もの」
と

い
う
点につ
い
て、
すと
し
お
話
を
伺い
たい

と
思い
ま
す。

胡
耀
邦
氏の
死
を
きっ
か
け
とし
て
発生
し

た、

学生
に
よ
る
民
主
化
要
求デモ
は、
彼
ら

が
「
民
主
化の
旗
手」
と
仰
ぐゴ
ルバ
チョ
フ

書
記
長の
訪
中に
よっ
て、
よ
り一
一層の
高
揚

を
見せ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た。
こ
の
デモ
の

背
景
と
なっ
た
もの
は
何
なの
で
しょ
う。

中
嶋
直
接
的に
は
胡
耀
邦
氏の
死
を、
李

鵬
氏
をは
じめ
と
する
政
府
当
局が
非
常に
冷

た
く
あし
らっ
た
とい
うこ
とで
す。
告
別
式

に
おい
て
も、
胡
耀
邦
氏
を
過
去の
人
と
し
て

扱っ
て、
彼が
晩
年、
今か
ら二
年半前に
起

こっ
た
民
主
化
に
賛
同し
た
が
ゆ
え
に
失
墜し

ていっ
たこ
と
につ
い
て
は、
一
切
触
れ
なか

さ
ら
に、
ぎ
の
う
か
ら
今
日
の
状況
を
見てい

る
と、
「
護
憲」
とい
うこ
と
を
言っ
てい
る

ん
で
すよ。
日
本で
は
「
護
憲」
な
ど
と
言
う

と、
手
垢のつ
い
たスロ
ー
ガ
ン
に
なっ
てい

ま
すが、
中
国で
こ
うい
う言
葉
が
出て
きた

とい
うの
は
初めて
のこ
とで、
ま
さ
に
画
期

的
な
こ
と
と
言
え
る
の
で
は
ない
で
しょ
う

か。
とこ
ろで、
仮に
今
後、
組紫陽
氏が
復

権し
て、
い
わ
ば
改
革派
に
よ
る
政
治が
行わ

れ
た
と
し
て
も、
共
産
党の一
党独
裁
そ
の
も

の
を
手
直し
する、
少な
く
と
も
最
低
限
度
と

し
て
は
党
規
約に
基づ
い
た
政
治
を
する、
憲

法に
基づ
い
た
政
治
を
する
とい
うこ
と
が
な

い
限
り、

ま｛
た
ちに
は、
もう
共
産
党の一

党
独
裁
その
もの
がこ
うい
う
体
制
を
維
持し

てい
る
ん
た
とい
う、
根
本
的な
批判が
あ
り

ま
すか
ら、
こ
の
批判の
波は
お
さ
ま
ら
ない

で
しょ
う。

つ
ま
り
中
華
人
民
共
和国は、
共
産
党一
党

独
裁が
根
本か
ら
崩
れよ
うとい
う、
そ
うい

う
危
機に
瀕し
てい
ま
す。
そ
れ
も
単なる
政

治
危
機で
は
な
く、
体
制
的
な
危
機だ
とい
う

気が
し
ま
す。一11 4

11
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った 。これが学生たちを胡鑓邦氏の死に

対
す
る
同
情
を
含
め
て、

あ
そ
こ
ま
で
大
き
な

デ
モ
に
立
ち
上
が
ら
せ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た

わ
け
で
す。
し
か
し
そ
の
背
景
と
し
て
は、
経

済
改
革
や
開
放
政
策
を
やっ
て
も
経
済が
混
乱

し、
混
乱
し
た
中で、
一
部の
者だ
けが
利
益

を
得てい
る
とい
う
現
状
が
ある
の
で
す。
そ

し
て
共
産
党の
幹
部が
甘い
汁
を
吸っ
て、
特

権
を
行
使し
てい
る。
もうたま
ら
ない、
とい

う
気
持ち
が
あっ
た
と
思い
ま
す。
そこへ
も

っ
て
きて、
こ
の
三
月
下
旬か
ら
四
月上
旬の

全
国
人
民
代
表会
議で
は、
強
硬な
引
き締め

を
決
定し
てい
る
わ
けで
す。
こ
れ
をやっ
て

い
る
の
が
李
鵬
氏で
す。
そ
う
なる
と、
もと

もと
学生
た
ち
が
ずっ
と
求め
て
き
た
民
主
化

とい
う
課
題は、
ま
すま
す遠の
く
とい
うい

らだ
ち
が、
こ
こ
ま
で
運
動を
大
きく
もり
上

げたの
だ
と
思い
ま
す。

学生
た
ちのス
ロ
ーガ
ン
をみ
る
と、
民
主

化
とい
っ
て
も、
ゴ
ルバ
チョ
フ
のソ
速に
比

べ
てい
か
に
遅
れてい
る
か
とい
うこ
と
が
わ’

か
り
ま
す。
政
治
改革の
要
求に
し
て
も、
「
台

湾の
蒋
経国
総
統の
晩
年に
学べ」
とい
うよ

，
人
民
の
波’

の
威
力

ー！
とこ
ろで、
今
後の
党
内
情勢の
動き

なん
で
すが、
訪
米
中の
万里
氏
11こ
の
人

は
越
紫
陽
氏に
最
も
近い
と
言
わ
れる
人
物で

す
が、
こ
の
万里
氏が
近々
帰
国し
ま
す。
そ

し
て、
全
人
代
（全
国
人
民
代
表大
会）
委
員

長とい
う
権
限か
ら
全
人
代
常
務
委
員会
を
聞

き、
李
鵬
氏の
戒
厳
令
発
動の
際の
不
手
際
を

糾
弾
する
こ
とで、
李
鵬
氏
を
解
任に
追い
込

む
とい
うこ
と
も
考え
ら
れ
る
と
思うの
で
す

ふμ．．．．．．
 
中
嶋
民
主
化
要
求が
勝
利
す
れば、
李鵬

氏の
解
任は
当
然
考え
ら
れま
す。
戒厳
令に

し
て
も、
憲
法に
基づ
い
て
や
ってい
るの
で

は
な
く、
い
わ
ば
党の
中
央上
層
部に
おい
て

勝
手に
やっ
てい
る
わ
けで
すか
らべ
法
的な

根
拠は
あ
り
ま
せ
ん。
越
紫陽
氏の
解任
も、

中
央
委
員
会
を
聞い
て
決
定し
た
の
で
は
な

く、
政
治
局の
中で、
拡
大
会
議
方式とい
う

中
国
共
産
党
が
よ
く
とる
方式で
強
引に
決
定

し
てい
る
わ
けで
すか
ら。
そ
うい
うこ
と
自

う
な
声
が
出
て
き
て
い
る
く
ら
い
で
す
か
ら。

た
だ、

民
主
化
要
求
の
声
は、

社
会
主
義
の

根
本
を
揺
る
が
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い

あ
り
ま
せ
ん。
選
挙の
自
由が
ない。
自
分た

ち
が
代
表を
選べ
ない。
公
有
性よ
り
私
有
性

の
ほ
う
がい
い：：：。

こ
れ
を
具
体
的に
言
え
ば、
学生
た
ちは
憲

法に
よ
る
政
治、
あるい
は
党
規
約に
基づ
い

た
政
治
を
やっ
て
く
れ
と
要
求し
てい
る
ん
で

す。
憲
法に
基づ
けば、
郵
小
平
氏は
な
に
も

中
国
を
代
表
する
人
じゃ
ない
ん
で
す。
国
家

主
席で
も
な
け
れ
ば、
国
民の
首
相で
も
な
け

れ
ば、
党の
総
書
記で
も
ない。
その
人
が
す

べ
て
を
牛
耳っ
てい
る
体
制その
もの
に
疑
問

を
感じてい
る
ん
で
しょ
う。
とこ
ろ
が
郡
小

平
氏の
意
向の
もとで、
そ
うい
うこ
と
に
異

議を
申し
立て
た
学生
た
ち
を、
李
鵬
氏
あた

り
は、
”
動
乱“
だ
と
決めつ
け
て
い
る
わ
け

で
すか
ら、
こ
れ
に
学生
た
ち
が
反
発
する
の

は
当
然の
こ
とで
す
ね。
その
意
味で
は、
初

め
て
今
回の
民
主
化
要
求
デモ
で、
中
国の
学

生、
知
識人の
聞か
ら、
い
わ
ば
「
人
治」
で
は

な
く、
「
法
治」
とい
う
もの
が
要
求さ
れ、

体がい
ま
言っ
た
「
法
治」
政
治に
反
する
こ

と
に
なる
ん
で
す。
学
生
た
ち
は
そこ
を
突
き

始めてい
ま
す。
李
鵬
氏の
戒
厳
令
発
動の
正

統
性
も
失わ
れ、
ま
た、
発
動し
て
も
軍
が
動

か
なかっ
た
とい
う
決
定
的
な
状
況の
中で、

い
ま
李
鵬
氏た
ちは
非
常に
追い
詰め
ら
れて

い
ま
す。
従っ
て、
李
鵬
解
任とい
うこ
と
に

な
れば、
当
然郡
小
平
氏は
引
退、
そ
れ
も
人

民
に
背
中か
ら
石
を
投
げつ
け
ら
れる
よ
う
な

不
名
誉
な
引
退
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う。
ま
さ
に
世
紀の
会
談で、
ゴ
ルバ
チョ
フ

書
記
長さ
え
も
圧
倒
し
た
郡
小
平
氏が、
その

肝心の
中
国の
膝
元で
崩さ
れ
よ
う
と
し
てい

る
の
で
す。
毛
沢
東の
政
治
を
脱却
し
て
こ
こ

ま
で
きた
に
もか
か
わ
ら
ず、
彼が
権
力
に
し

が
みつ
い
て
すべ
て
を
牛
耳
ろ
う
と
し
たこ
と

の
ツ
ケ
が、
一
挙
に
回っ
て
き
た
とい
う
感じ

で
すね。ーー

その
李
鵬
首
相
解
任
とい
うこ
と
は
近

い
う
ち
に
あ
り
え
る
の
で
しょ
うか。

中
嶋
場
合に
よっ
て
は
す
ぐ
にで
も
考え

ら
れる
とい
う
状
況
に
ま
で、
・きの
う
今
日
あ

た
り
は
なっ
てい
ま
す。
し
か
し、
都
小
平
氏

76、
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争、
権
力
闘
争に
結び
付い
て、
その
手
段
と

ω

ょ
うか。

で
は
ない
で
しょ
う
か。

し
て
行わ
れ
た
もの
で
は
ない
とい
うこ
とこ

｜｜
そ
れで
は、
学生
た
ちは
確
固た
る
指

11
最
終
的こ、
今の
学
生
デモ
とい
う
も

大
きな
意
味が
あ
り、
そ
うで
な
け
れ
ばこ引
…ゴ竹内川の
デモ
を
行っぺい
る
とい

の
は

o

t

M山町一山
計一一小川市
担
端部……
九一一一
計四山知……

め、
逆に
趨紫
陽
氏
も尚子生に
歩み
寄っ
て
こ
と
李
鵬
氏’v言
てい
る
け
れ
ど
も、
そ
う
勺
か
ら
我々
の
周
辺の
留学生
も立
ち
上
がっ
て

りだ
詰れれば一
盟問
問
問
団
主刊
行おむたね

なっ
て、
胡氏
を
追い
落
と
し、
そし
て
経
済

立
ち
上：
っ
こ
、
、

ヵ、
こ
の
ま
ま
世
界に
全
中
国の
輸
が
広が
る

を
混
乱
さ
せ
た。
そ
うい
うこ
とに
も
学生は

だ
と
思川まわ
しとし
う
ま
さ
に「人
民の
波」

とい
うこ
とに
な
る
と、
い
い
加
減な
形で
収

飽
き
飽
きし
てい
る
わ
けで
す。
学生
た
ちこ

拾
を
す
る
とい
う
訳
に
はい
き
ま
せ
ん。
目
的

は、
も
う
趨紫
陽
が
希
望の
星で
は
ない
ん
引
と
いり一一U1
1味で
今回の
Z
Z

が
貫
徹され
る
ま
で、
仮
に
武
力に
よっ
て
蝉

出
昨
日
開
h
任
主
鮮
日一
担任
官J

・

1
l
j
、’evl’

l
つdld
i
～

J下
4z
泊
苅dd｛
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司』羽
温週
凋
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厳
令
を
施
行
し
た
李
鵬
氏、

あ
る
い
は
も
う
引

い
の
ス
テ
1
7
1f
γ
ト
は、

本
当
の
配
中
友
好
・
ι
γち
で
か
ら

酎

は
経
演
何
枚
庇

退
す
べ
き
郵
小
平
氏
の
責
任
も
大
き
い
し、

彼

の
た
め
に
は
言
う
べ
き
で、

そ
れ
は
内
政
干
渉

ま
す
け
れ
ど、，

例
え
ば
あ
あ
い
つ
た
中
国
の
学

ら
が
引
退し
た
暁に、
い
まの
改一
派、
趨紫
で
も
何で
も
あ
り
ま
せ
ん。
そ
うい
う
問
題を

生
た
ち
が
本
当に
目
覚めつ
つ
あ
る
場
合は、

陽
氏
あた
り
が、
もし
主
導
権を
握るこ
と
が

放
置し
て
お
き
な
が
ら、
中
国の
改革が
う
ま

あた
たか
く
見
守
る
と、
そ
うい
う
柔
軟な
姿

で
き
る
な
ら
ば、
全
面
的に
学生の
対
話
を
受
くいっ
て
い
る
とか、
日
中
関係は
友
好で
同

勢が
必
要
なの
で
は
ない
か
と
思い
ま
す。

け
入
れて、
中
国の
政
治
を
聞か
れ
た
体
制に

題
ない
よ
う
な
形で、
中
国へ
の
投
資を
奨励

ーー
その
意
味で
も
今回の
中ソ
和
解
あ
る

し
て
い
か
ない
と、
大
変なこ
とに
な
る
と
思
し
て
きた
日
本の
対
中
関
係の
あり
方が、
根

ド
は
中
国の
学生
デモ
とい
う
もの
は：：：。

い
ま
す。
そこ
ま
で
学生
た
ち
に
は
突
き
詰め

本
的に
関
わ
れ
るの
で
は
ない
で
しょ
うか。

中
岨明
大
き
な
歴
史
的
教
訓
だ
と
思い
ま

た
思い
が
あ
り、
だ
か
らこ
そ、
跳
ね
上
がっ
一
種の
偽
善の
上
に
成り
立っ
てい
る
日
中
関

す。
で
すか
ら、
中
国
とソ
連が、
こ
の
問
題

た
行
動に
出
ない
ん
で
す。
非
常に
戦
術
的で、

係、
お
え
ら
が
た
だ
けの
交
流の
日
中
関
係

を
ど
うい
うふ
うに
将
来の
課
題と
し
て
吸
収

し
か
も
挑
発に
乗
ら
ない
よ
うに
｜｜
そこ
に

を、
棋
幹か
ら
変えてい
くべ
きだ
と
思い
ま

し
てい
くか、
とい
う
よ
り
そ
れ
は
吸
収し
て

今
回の
学
生
デそ
の
大
きな
特色が
ある
と
思

す。

い
か
ざ
る
を
得ない
問
題で
すか
ら、
西
側は

い
ま
す。
ま
さに
歴
史の
う
ね
り
を
見る
よ
う

そ
れに
対し
て
ど
うい
う
関
係
を
築い
て
い
く

な
思い
が
し
ま
す
け
ど
ね：：：。

か
とい
うこ
とで
す。
社
会
主
義
も、
一
方で

中
国
の
現
状
に
関
し
て
は、
ア
メ
リ

は
崩
壊の
危
機に
瀕し
てい
る
もの
の、
ま
だ

カ
の
プッ
シュ
大
統
領
が、
学生の
民
主
化
を

当分
は
存
続し
てい
くで
しょ
うか
ら。
日
本

支
援
す
る、
と
発
表し
ま
し
た
ね。
そ
れに
対

と
し
て
も、
今
後ソ
連
脅
威
論
とか、
見せ
か

し
て
日
本は
何
も言っ
てい
ない。
むし
ろ、

けの
日
中
関
係だ
とか、
あ
るい
は
中
国の
言

学生
運
動な
どは
大し
たこ
と
は
ない
と、
そ

うこ
とに
対し
て
い
つ
も
頭
を
下
げて
い
る、

うい
う
形で
発言し
て
きま
し
た。
そ
れ
は、

私のき口
う
「
対
中
国
位
負
け
外
交」、
そ
うい

中
国の
内
政に
干
渉し
ない、
と
言
えば
その

う
もの
か
の
脱
却
し
ない
限
り、
本
当の
意
味

通
り
なん
で
すが、
しか
し
な
が
ら
流血の
惨

で
の
日ソ
友
好、
あ
るい
は
日
中
友
好
とい
う

事
を
避
けよ
う、
軍の
発
動に
よ
る
学生の
鎮

もの
は、
あ
り
得ない
の
で
は
ない
か
と
思い

圧
とい
うこ
とは
絶
対に
避けて
ほ
しい
く
ら

ま
す。

ま
た、
日
本は
同
時に、
今まで
非
常に
立

ち
遅
れて
い
たソ
連との
関
係
改
善に、
本
気

で
取り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ない
で
しょ
う。

北
方領
土の
問
題が
あ
り
ま
す
が、
北
方領
土

問
題を
解
決し
よ
う
と
思
う
な
ら、
ゴ
ルバ
チ

ョ
フ
書
記
長の
来日
が
実現
す
る
よ
う
な
環
境

をつ
く
る
努
力
をし
な
け
れ
ばい
け
ない。
今

ま
でゴ
ルバ
チ
ョ
フ
書
記
長が
来日し
よ
う
と

す
る
と、
非
常にナ
ショ
ナ
リス
ティッ
ク
な

対
応
をし
て、
来
日
が
不
可
能な
状況
を
作っ

た
責
任が
日
本に
も
あり
ま
すか
ら、
その
辺

を
考え
直さ
な
け
れ
ばい
けま
せん。
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